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本研究は、「保育内容（造形表現）」の授業を通して、学生は造形制作を進めながら、
将来的な目標としている保育士及び幼稚園教諭、小学校教諭としての立場から造形表現
について考えている意識の変化について検証してみたものである。造形制作と言う学び
から何か学生の教育への意識を深めているのか、授業後の学生の振り返りをもとに、子
どもへの見方の深まりが現れたり、造形指導への理解と具体的教育構想が生まれたりし
て、学生の教育への意識に変化が出てきていることを確認した。
１。はじ めに
「保育内容（造形表現）」の授業は、１年生が前期「図画工作科研究Ｉ」の授業に続き、
後期に位置づけられている。　２つ の授業は共に、都留、安喜の２名で担当してい る。　目
標は、学生たちに、造形教育に関心を持たせ、造形教育の重要性を理解させることであ
る。そのために、まず、学生たちに造形活動や造形制作を通じて、造形活動や造形制作
の楽しさや面白さを身の持って感じ、発見し、理解させていくことを狙っ ている。そこ
で、授業形態としては、幼児や児童を理解する方法として、自らが幼児や児童となって
作る造形活動、制作を取り入れている。保育内容であるので、この授業では、造形教育
の原点を掘り起こし、子どもの五感に焦点化して授業内容を構成してい る。
「保育内容（造形表現）」の授業は、１５時間で
第１時　 オリエンテーション「幼児と造形教育について」
第２時　名札作り
第 ３時　 手作り絵本を作ろ う「絵本研究してみよう」
第 ４・５時　 手作り絵本を作ろ う
第 ６時　ブラインド ウォークを体験しよう
第 ７時　フィンガーペインティングをしよ う（共同制作）
第 ８時　 土粘土で作ろ う「○○ランドを作ろ う」（共同制作）
第9 ・］｡0時　 紙粘土で作ろ う「飾るものを作ろ う」
第 ］｡1・12 時　壁面装飾を作ろう（共同制作）
＊　こ ど も学 科
**　こ ども学 科
准教授
非常勤講師
１１７
第 ］｡3時　 手作り絵本を作ろう「製本」
第14 時　 手作り絵本を作ろう「表紙作り」
第 ］｡5時　 手作り絵本を発表しよ う
以上のようにして進めている。
オリエンテーションでは、２点を焦点化して、授業のねらいや 内容について説明して
いる。　１点け、幼児の発達段階を踏まえて、「表出」とい うキーワードである。「表出」
は「表現」に至る幼児の造形表現に現れる行動傾向である。赤ん坊が泣い て母親に訴え
るように、自分の主張を一方的に伝達しよ うとする行動を 「表出」と捉えている。そこ
で、保育上々 教師は、幼児の「表出」とい う伝達行動を受け止め、共感的に対応してい
くことで、幼児の「表出」は一方通行の伝達が、双方向の伝達に変化して「表現」とい
う行動に変化していく共感的行動が大切であると説明している。　もう １点け、幼児の特
徴的な行動を捉え、幼児への指導するための学びの観点として、「自分を感じ る」「感性
をみがく」「心をひらく」「受け入れる」「子どもの心に還る」の５点についての大切さを
示唆して、この授業の内容と照らし合わせながら説明している。
また、この授業では、子どもと造形活動と五感とい う観点から、特に触覚に特化した
内容を示している。幼児期には、「触る」行動から生まれる創造的造形活動を重視するこ
とが重要であるからである。　フィンガーペインティング、土粘土、紙粘土の題材は、そ
の意味が深い。そして、ブラインド クォークは、視覚以外の感覚を感じる体験を通して、
子どもと造形活動と五感とい う関係性を理解させる題材となってい る。
２。研究の方法
この研究では、これらの授業における題材の中より、「紙粘土で作ろう」と「手作り絵
本を作ろう」の２つの制作活動に焦点を当てて、学生の教師としての意識の変化を探っ
てみることにした。
検証の手がかりとしては、学生の授業後の振り返りの文章を分析していく。
３。題材「紙粘土でつくろう」（第9 ・10 時）からの検証
学生は、この題材の前時に「土粘土で作ろう」という題材で、土の粉を練って土粘土
を作り、班（５～６名）で「○○ランドを作ろう」ということで、テーマを決め、土粘
土で作る制作を体験している。ゆえに、次時のこの題材で、「土粘土」と「紙粘土」との
造形材料の比較が生まれることを期待している。本年度は、超軽量ねんど「エアクレイ」
(110 g 、新日本造形株式会社）を一人ひとりに配布して作ることにした。制作テーマは
「飾るものをつくろう」とした。テーマについては、学生の身近なものでイメージを掴ま
せるために、「飾る」をキーワードにした。
第９時　導入・成形
導入では、テーマの提示と共に、紙粘土の取り扱い方も示している。テーマは、「紙粘
土で飾るものをつくろう」である。紙粘土の取り扱い方としては、１つ目は紙粘土を白
いまま作って彩色していく方法と、２つ目は紙粘土に絵の具を混ぜてカラー粘土を作っ
ていく方法を示し、学生が作るうとするイメージに合った方法を選択するように作る主
体性を引き出している。また、カラー粘土にする方法においては、絵の具を白の紙粘土
に混ぜると、明清色になり、パステル調の色調になることも示している。
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授業後の振り返りでは、
１、これまでに経験した粘土に比べて、紙粘土を使って作る活動は、どんな違いを見つ
けましたか。　また、どんなことを発見しましたか。
２、あなたの紙粘土の作品作りについて書きましょう。
①あなたの作品の題名は何ですか。
②あなたは、紙粘土の良さを生かして、どんな感じの作品に作っていきたいですか。
また、どんな作品に完成させたいですか。あなたの見通しや計画を書きましょう。
以上の２項目にまとめて文章で書くようにしている。
まず、１項目目についての学生の考えを紹介する。写真はその学生の作品であり、※
印は、作品の題名と完成後の振り返りである。
●　土粘土は、水の量によってパサつきや粘り気の違いがあったのに対して、紙粘土は
油っけが多いと感じました。土粘土との違いは、すごく作
りやすいので、子どもたちにとって自分の思い通りの作品
が作りやすいと思いました。（Ｍ・Ｋ）
※「冬が来た」
乾燥した紙粘土にヒビが入ったので、前回隙間なく作ればよか
ったと反省しています。クリスマスツリーのカラフルな飾りつけ
やイルミネーションを絵の具で表現できました。物事に集中する
力、完成した後の出来栄えなどを想像することができました。
●　まず、紙粘土は混ぜることなく、そのままで作り始めるこ
とができるけど、上粘土は鈔の状態から作らなければならな　　図１「冬が来た」
いので、手触りが全く違います。また、水を加えたりする手間が全く違いました。
嗅覚の点てい うと、土っ ぽい匂い がとても強かったけ
れど、紙の方は独特な匂い がしました。視覚は、色も
もちろんですが、手で押し九時の割れ方も違いました。
聴覚では、水があるぶんぐちょっ とい う音がしていま
した。（Ｈ・Ｋ）
※「白黒」
ほとんどの作品が白と黒でできているため、単調になり
すぎないようにとても細かく丁寧に塗りました。持つとこ
るが塗っていると少しずつなくなっていくのでどこからどの
ようにして塗っていくかがとても大切なため考えながらでき
ました｡水が多くて塗りすぎてしまうと乾いたときに白っぽく
なってしまうことに気づいたので少しかすれながら塗りまし
た。
●　素材が違ってすごく軽かったです。初めて触った時は、軽
過ぎてびっくりしました。すぐに手を入れたら、吸い込ま
れていく感じがしてぶわぶわでした。この粘土なら子ども
たちは楽しく安全に使えるなと思いました。（Ｍ・Ｔ）
※「だるま兄弟」
思っていたよりもきれいにできたけど、細かい作業は難しか
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図 ２「白 黒 」
図 ３「だ る ま兄 弟」
つた。色のムラをなくすためにたくさん練りました。紙粘土は軽くて柔らかいけれど、
完成したらヒビ割れていて少し悲しかったです。上に乗せようと思っていたのに窪みを
作らなかったのでバランスがとれなかった。
●　柔らかさや扱いやすさが格段に違い､細かい作業でもとて
も行いやすかった。なので、作業が進みやすいし、作品と
して何をつくろうかと考える幅が増える。色を着けて表現
できるというのが一番の違いだと思う。（Ｔ・S）
※「コーンピザと目玉焼きセット」
かなり凝って作れたと思う。頭の中でイメージしていたこと
が、うまく表現できたと思う。細かなところが粘土が乾いた後
に響いて出てくることに気づいたので、やはりこだわって損は
ないなと思う。
●　 私 の場 合は 、今 日は 色 を着 けず に、 形だ けを 作っ た ので 、
色を混ぜる人と違い、形作りのときの感触が、ベト
ベト
せず、サラサラした感じだったので、触っていてと
ても気持ち良かった。最初から混ぜている人を見て、
パステルカラーがとてもきれいに思った。子ども達
にも、一番さわり心地を楽しめる粘土ではないかと
思う。（Ｔ・Ｋ）
※「寿司喰い ねえ」
図４「コーンピザと
目玉焼きセット」
狙い通り濃い色彩で、重量感のあるお皿になった気がする。　図５「寿司喰いねえ」
●　適度な水分量に調整されているので、すぐに制作に
取りかかれた。また、触り心地がとてもよく、いつ
までも制作せず、こねて触っていたい気になった。
粒子も細かい のでなめらかで気持ちよかった。発見
したことは、ずっ とこねていると、水分がなくなっ
てきて、ポリポリとなってしま う。表面を平たくし
たいときは、指でなでるとなめらかになる。（Ｋ･Ｏ）
※「中に入らないマトリューシカ」
上から色を塗るなら多少形がきれいに形成できなく 図６「中に入らないマト_ﾘ２‾シカ」
分の色塗りは、手先の器用さが求められたので自ｲ言になった。
以上の６名 の学生の振り返りから、土粘土の経験から、五感を通じて紙粘土の性質を
理解している。また、紙粘土が造形制作の材料として子どもたちに適してい ると判断し
ている。子どもたちが使いやすい造形素材としての紙粘土をよさも捉えてい る。制作の
活動により、学生は実感を通して理解してい るので、紙粘土の素材として特徴を教育現
場において幅広くイメージして幼児の創造性を高めていくことができると考える。
第１０時　 着彩・塗装・仕上げ
紙粘土を成形して１週間で固まっているので、ポスターカラーや水彩絵の具で着彩し
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て色の調和を考えながら仕上げていく。絵の具が乾いたら、スプレーニスをかけ、光沢
を出して仕上げる。ニスが乾いたら、作品を写真撮影して、授業の振り返りのまとめを
書いている。
授業後の振り返りでは、
１．あなたの紙粘土の作品作りについてまとめましょう。
①題名「　　　　　　　　　　　　　　」
②自分の作品の出来栄えを自己評価しましょう。また、紙粘土で作ってみてあなた自
身の力になったことを書きましょう。
２．友達の作品で気付いたことや感じたことをまとめましょう。
３．紙粘土の教材は、幼児の保育造形表現にどのような効果があると考えますか。また、
どのような教育場面で使ってみたいと考えましたか。
以上の３項目にまとめて文章で書くようにしている。
今回は、学生が紙粘土を実際に手にして作った経験から、保育士として教師としてど
のように捉えているかを分析するために、３の項目について分析してみた。
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図７　 「幼児 の 保育 造形 表現 にど のよ う な効 果が ある か 。」
まず 、 ３の 項 目で 、前 半 の問い であ る 「幼児 の 保育 造形 表 現 に どの よ うな 効果 かお る
か｡」を学 生の 記述 した 文 章か ら分類 し て数 値化 し てみ た。　５名 以 上 の学 生 かあげ た 項 目
は 、１５ 項目で あ る。　１ 番多 かっ た 項 目は、「手 触り」であ っ た。 幼 児 が紙粘 土の 柔 らか
い 触感 を感 じ るこ とに意 味 かお る とい う捉 え方 を して い る。 幼 児 期の子 ども に対 して 、
自分の 手 の中 で形 を 自由 に扱 うこ と ができ る 可塑 性の よ さを 指 摘 してい る こ とは 、幼 児
期 の子 どもに 対す る 理解 が深 まっ てい る と言 え る。 そ し て、 紙 粘 土の材 質 か ら子 ども の
想 像力 や 思い 通 りに 作れ るこ とな どを 関連 付 けて 、子 どもの 創 作活 動 を考 え てい る。 以
下、紙粘 土 の手 触り か ら考察 し た学 生の 作品 と記 述 を紹 介す る。
●　 手 の 触り 心 地 が柔 ら かく て気 持 ち が良い の で 、 癒 され る と思 う。 頭 の 中で 、 ど うい
う形 に し よ う か と考 え、 それ を形 に す る力 が つく と思 う。 教 育 現場 で は、 散 歩 に出
か けた り 、 野菜 を 収穫 し た り、絵 本 を 読 んで も らっ た 後 な ど、イ メージ を 表 現 でき
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る時に使ってみたいと思った。（Ｋ・Ｏ）
●　手を使 うので、細かい部分まで自分の思ってい る通りにできるので、いい教材とな
ると思います。 イメージ通りに作るのは難しいけど、手を直接使って柔らかい ので
いいと思います。低学年の図工の時間に手軽に使 う作品なのでいいと思います。色
も作りながら何度も作りなおせるので作りやすいと思います。図工の中でも秋見つ
けなどで見つけたものや昆虫や動物を作る時にいいと思います。幼稚園では色をつ
けることは難しいけど、紙粘土なら色も付けやすいし、とてもいい教材です。（Ｎ・
Ｒ）
●　実際に素手で 触ることでふわふわもちもちした良い感触なので作りやすくて楽しめ
ると考えました。色を混ぜてかわいくしたりデ ザインを決めたり、本物そっくりに
作ってみたりして想像力 を豊かにし、友達と一緒に作ることでより楽しめると考え
ました。 なので、幼稚園児から小学生まで幅広く楽しめます。小学生の高学年にな
ると、食品サンプル作りで使ってみたいです。（Ｍ・Ｍ）
●　紙粘土は少し手についてしま うけど、使ってみたいです。柔らかいので、子どもだ
ちにも使いやすい と思 うし、色を混ぜるのも簡単なので使い たいです。子どもたら
の想像力なども膨らんでいいと思います。（Ｍ・Ｎ）
●　紙粘土の教材は、幼児の保育造形表現に自ら１つの紙粘土で何かを作るとい う力が
つく効果があると考えた。　自分が何かを作りたいと思わない と作れないため、子ど
も自身の意志が必要である。 また、作れた達成感を味わえる効果があると考えた。
自分で作りきった達成感はとても気持ちのいい ものであり、努力の結果が出る。図
工の授業で使ってみたいと考えた。作るとい う図工にも含まれると思った。（Ｍ・Ｍ）
このように、手触りの良さから子どもだもの造形活動が始まり、そこ から想像力や自
己実現とつながっていくと考えている。　さらに、表現しやすさは、自由や個性と言 う捉
え方にも繋がり、紙粘土の柔らかさと可塑性のよさから引き出された造形活動の教育効
果が幅広いものであることに気付いていると考える。 そして、達成感や観察・発見は、
紙粘土の制作過程の中で子どもが気付くことを予想して、造形表現の成果に期待してい
る指導者としての視点が感じられる。　これらの学生の振り返りから、紙粘土を使った制
作から様々なものが子どもから引き出せることを理解してきてい るこ とに注目したい。
確かに、紙粘土は具象的な表現もでき、抽象的な表現もでき、それぞれの創作への楽し
み方が広がり、多様な表現が期待できるので、個性的な表現も期待できる。　このように
造形素材として研究は、指導現場において多様な活動を造形が求められてい る多様な活
動を子どもたちに体験させる機会を与えることになる。
最後に２名の振り返りを紹介する。
●　手で形を変えていく力 と細かい ところはヘラや棒を使ってする力、最初に色練り（混
ぜる）のと、あとから色を塗るのでは、色の濃さやムラガ変わると分かりました。
お 気に入り のものを表現するとい うことで、その人の心が分かるなと思いました。
（Ｍ・Ｔ）
●　自分で考えていることやイメージしているものを、形にして表現することができる
力 がつくと思いました。 また、この子が考えていることを表現することで、私たち
もその子の考えていることが知れると思いました。（Ｕ・Ａ）
この文章から捉えた学生の変化 は、自分が作って楽しむことから、保育士として、教
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師として、子ども理解や共感的理解について考えが及んでいることである。造形活動だ
けではないが、教えるという面が表に出てくるが、指導者として常に考えておかなくて
はならないこと、つまり子ども理解の手だてや共感的対応のしかたが教育の基本になる
ということを意識し、理解してきていることに学生の変化を見付けられた。
４。題材「手作り絵本」制作からの検証
この題材は、保育造形活動の中で最も多くの時間をかけ、各学生が「世界でひとつの
自分が作る絵本」を目指し、発想から内容の制作、装丁までを行うものである。
制作で手を動かしながら、自分の表現の中に新しい発見を重ねること、悩み、考え、
工夫しながら作品を展開させえいくことの中に、読者である幼児､児童、あるいは保育者
の気持ちや目線を自然と想像することを誘発していくことを狙いとする。
本題材の授業の進行は、以下の通りである。
第３時　導入、絵本研究
第４時　プロット作り、絵本のサイズや形の決定
第５時　絵本の中身制作
（自主的な制作期間を挟む）
第 ］｡3時　絵本装丁
第 ］｡4時　絵本装丁
第 ］｡5時　作品の完成と発表
Ｉ　各時限の概要は、以下の通りである。
第３時　導入、絵本研究
５人のグループごとに、様々な市販の絵本を研究する。絵と文字の関係、読み手の発
達年齢に合わせた絵本の組み立てのおり方などを学ぶとともに、ページをめくる楽しみ
や様々な作者の工夫、しかけを発見し、発表する。
また、教員による導入の中で、一般的な絵本の概念を揺さぶることを目的に、世界の
色々な絵本を紹介する。
(例：しかけ、ポップアップ絵本。描かずに落ち葉等自然物のコラージュだけで構成され
た絵本。全ページが迷路のようにつながった絵本。穴あき絵本。音を聞く絵本。ページ
を全て開いて組み立てると箱になる絵本。触ることで楽しむ絵本。等)
絵本研究と導入を通し、学生の思考を活性化し、作ってみたい絵本に対する想像力を
喚起していく。
図８　学生たちがグループ研究発表した市販の絵本
★導入で教員Zpり子土に扣ﾌ「 し/こＩ世介り 怺々/ぶ伝本」り 例。
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「絵本」の概念そのものを揺さぶり、自由な発想を刺激する。また、「描くこと」へ
の不安や固執からの解放も目的としながら紹介する。
←
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図10「サ ジーティ パーーク」
(1887 年ドイツ）ローター・メッ
ゲンドルファー
i;i さ･?1
図12「サウンズ」(1972 年 アメリ
カ）
図９「赤ちゃんフクロウ　ウーフーの冒険」
モーリス・プレッシャー
かく れん ぼ仕 掛け 絵本 や組 み 立て る と立体 にな る絵 本 とし て紹 介を す る。
図11「葉っぱの気持ち」(1985年 西ドイツ）
文／ヨゼフ・グッゲンモール
押葉 スタ ンプ に よる描 画 の絵 本や頁 を めく る音 を楽 しむ 絵 本 として 紹 介す る。
第４時　 プロット 作り、絵本のサイズや形の計画
～第５時　 絵本の中身制作
各自、作ってみたい絵本をプ ロットとして描きながら、しかけや展開を考えていく。
うまく作ることより、子どもたちに伝えたいことや、一緒にページをめくる姿をイメー
ジすることの大切 さを言及する。
この段階では、まだ、作りたいものの全容が見えず悩む学生もいるが、筋書きのある
話に必ずしもこだわる必要がないこと、プ ロトを完成させなければ本制作に入れないわ
けではないことを強調し、描きたいものや、扱いたい素材が浮かべばとにかく描いてみ
る、関心の持てる素材があれば先ず 触れてみることを勧める。 手を動かし作業をする中
での発見を尊重し、そこから直感的に「面白いもの」「子どもが喜びそうなしかけ」が次々
と浮かんでいくことを経験してもら う。
＜学生の作業机。 一般的な画材だけではなく、 日常の中で素材になりそ うと直感したも
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の を工夫 し て取 り入 れ よ うとい う姿 勢 が うかが える。　＞
図13 学 生 の作 業机
この４時限の後、各自が授業外の時間を利用し、絵本の中身制作を行う。
授業が、ブラインドウォーク（視覚以外の聴覚、触覚、臭覚を研ぎ澄ませて歩く経験と
ともに立場の違う者への想像力を呼び覚ます経験となる）、フィンガーペインティングと
粘土造形（触覚で描く、造形する経験）と進む期間と重なることで、学生の柔軟な発想
につながることが期待できる。
第13 時・第14 時　絵本装丁
各自が中身を完成させた絵本を持ち寄り、装丁、表紙のデザインを行う。ハードカバ
ー装丁に必要な心材を配布し、装丁の仕方を学ぶ。時間をかけ、心を込めて制作した内
容に合った装丁を行い、世界にひとつの絵本が完成する。
図14 表 紙制作
］｡3限、内容が完成し、表紙制作に入る直前の授業で行った、制作の振り返り文から、
学生の意識の動向を掘り起こしてみると、以下のような見解が持てる。
「中間の振り返り」感想文
振り返り内容
１、手作り絵本のアイデアをどんな経緯を辿 りましたか。段階別に振り返ってみまし
ょ う。
２、どんなところを工夫しましたか。絵本を作ってみてどんな発見や感想かおりまし
たか。
を通して出てきた言葉 のうち、複数の学生が使用した言葉を取り上げ、数値化したも
のが、以下のグラフであ る。（うち、「子ども」「絵本」とい う言葉は数値化外とする。）
この振り返りから、「難しい」と感じ、「悩み」ながらも、「考え」「工夫」し、結果 と
して「達成感」や「楽しい」とい う気持ちに到達していった経緯が見て取れる。「考える・
考えた」とい うキーワードは、制作 とい う行為の中で発生する思考への刺激を裏付ける
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（子 ど も が ） 喜 ぶ　 ‾Fi ‾1
か わい らし い　 ‾Fi ‾1
頑 張 っ た　 ‾ir ‾1
伝 わ る　 ‾‾s‾1
苦 労　 ‾ 耳‾1
嬉 し い　 ‾ ‾耳‾1
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達成感
難しい・難し かった
楽し んでもらえる
わかりやすい・みやすい
工夫する・工夫し た
考える・考えた
楽しい・楽し かった
‾ ‾FI
‾ ‾百‾1
‾ ‾ ‾百‾1
¬
13
二 瓦 ］
14TI
９
0　　　　　5　　　　10　　　　15　　　　20　　　　25　　　　30　　　　35　　　　40
図15　 絵本 制作 の 中間 の振 り返 り
観 点 か ら 重 要 と み る こ と が で き る。 ま た 、「（ 子 ど も に ） わ か り や す い ・ み や す い 」 も の
「（子 ど も が ） 喜 ぶ 」 も の 、「興 味 を ひ く 」 も の を 作 る うと い う 意 思 が 多 く 読 み 取 れ 、 そ れ
は 、 自 分 で は な い 相 手 へ の 想 像 力 を 自 ら の 中 に 宿 す よ う に な っ て い っ た こ と を 表 し て い
る。「読 ん で ほ し い 」「楽 し ん で も ら え る 」 とい う 言 葉 も ま た 、 同 様 に 受 け 止 め る こ と が
で き る。
こ の 振 り 返 り 文 の 抜 粋 は 以 下 の 通 り で あ る 。 悩 み な が ら 制 作 を 進 め る 中 で 、 思 考 し 、
子 ど も の 気 持 ち や 目 線 を 意 識 し な が ら 、 工 夫 し 、 自 ら が 作 っ た 痕 跡 か ら ま た 新 た な 発 見
を 繰 り 返 し な が ら 制 作 を 進 め て い く こ と で 、 造 形 活 動 の 楽 し さ と 子 ど も た ち へ の 気 持 ち
を 抱 い て い く 様 子 が 表 れ て い る。
●　 子 ど も た ち に 手 に 取 っ て も ら え る よ う 、 登 場 す る 生 き 物 を カ ラ フ ル に し た り 、 繰 り
返 し の 有 る ス ト ー リ ー に し ま し た 。（Ｍ.Ｔ）
●　 絵 の 初 め と 終 わ り を 同 じ よ う に し ま し た 。 そ の 方 が 、 子 ど も に は 分 か り や す い も の
が 作 れ た か と 思 い ま し た 。 下 描 き で 思 う よ う に い き ま せ ん で し た が 、 何 度 も 描 き 直
し た こ と で 上 手 に 描 け る よ う に な り ま し た 。 完 成 に 近 づ く ほ ど 嬉 し く な り 、 楽 し く
な り ま し た 。（Ｒ．Ｎ）
●　 扉 を め く っ て 動 物 を み て も ら え る よ う 工 夫 し ま し た 。 扉 を 作 る 時 に 、 一 度 失 敗 し て
開 か な く な っ て し ま っ て 嫌 に な っ だ け れ ど 、 め く っ て も ら え る 時 の 嬉 し さ を 考 え た
ら 頑 張 れ ま し た。（Ｈ ．Ｎ）
●　 た ん ぽ ぽ が 咲 い た よ う に 見 え る よ う に 、 花 び ら を 一 枚 一 枚 画 用 紙 で 細 く 切 り 、 額 の
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画用紙にきれいに並べ、立体的にするために、そのまた裏からもう一度角度を変え
てけっていきました。 また、あそこの色合いを少しずつ変えた方がいいな、ここは
色鉛筆でここは絵の具、などいろいろ考えて、工夫して、作りたいと思うものに少
しでも近づけさせるように作るのは、とても楽しかったでず。(M.N)
●　内容を考えることは、子どものことを意識できたし、色を塗るのも奇麗にしながら
すごく楽しいと思えたし、何より、最初から最後まで上手に作れた事が私的にとて
も良かったでず。
●　絵本を作ってみて、子どもの目線を一番念頭において作る事ができたので良かった
です。また、絵本は、「読んで欲しい」と思って作る事が一番大切かなと感じました。
絵本を早く子ども達に読んでもらって楽しんで欲しいと思います。 作品を作れて幸
せです。（Ｙ．Ｎ）
●　時間がかかった分、愛着が湧いて 「もっ とこ うしたい」とい う欲がどんどん出て来
ました。完成まで楽し みです。(M.N)
●　中身を作っている時は全く絵本になる事が想像できなかったけど、表紙をつけると
すごく絵本になったので、テンションが上がりました。嬉しかったでず！　この授業
楽しかったでず。（Ｙ．Ｎ）
●　フェルトを使って柔らかい手触りの部分かおるところを作ってみたり、キラキラの
ペンを使ってきれいに見えるように工夫したり、絵本を作ってみて、子どもがどう
すれば喜んでくれるか考えるようになりました。（Ｃ.Ｎ）
●　絵本をつくってみて発見したことは、次の展開が気になるよ うにしないとい けない
ことや、登場人物の顔 が違うようにならないかを考えて描いたことです。(M.H)
●　話が進んで行くと最後を想像するのが楽しかったでず。　自分が考えたストーリーや
絵がちゃんとした形の絵本になるとい うのは、面白い体験でした。(M.H)
●　子どもにも分かり易いひらがなやカタカナを用いることや、文章の言葉が分かり易
いように、単語や助詞のまとまりをつけるために、空白をおけるなど、工夫しまし
た。また、絵は、パ ッと分かる様に登場人物の表情が豊かであったり、時間の経過
が分かる様に描きました。作るのに時間や発送が必要でしたが、出来上がると嬉し
く、満足感や達成感を感じました。（Ｙ．Ｈ）
●　考えれば考えるほどアイデアがたくさん浮かんで、それをまとめることが難し かっ
たでず。　し かし、ストーリーが完成すると、制作がスムーズに進みました。 最初、
考えていなかった仕掛けを取り入れたこ とで、より面白く、一人で読んでも多人数
で読んでも楽しめる絵本にできました。絵本を作ってみて、こんなに本格的につく
ることが初めてだったので、初めは本当にできるか不安でしたが、制作する うちに
とても楽しく感じ、イ メージしていた本よりも良い ものができました。（Ｈ．Ｈ）
●　画用紙を通して磁石をつけるところがとても苦労しました。 子ども達が楽しく読ん
でくれるといいなとい う気持ちが入って、作っていて心が温かくなりました。(N.M)
●　どのよ うにすれば良いストーリーになるかを考えすぎて行き詰まったが、難しく考
えれば考えるほど、深いストーリーになり、達成感も味わえた。作り上げた最後は、
やりきったとい う気落ちで楽しく思えた。　自分で作った絵本は世界でひとつし かな
いとい うこ とを知ると、嬉しくなった。また、いつも絵本を読んでい た側か、作る
側に変わったことにより、作者の気持ちが理解できた。(M.M)
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●　身近なものを題材にして、カラフルに仕上げました。作っているうちにだんだん楽
しくなってきて、やってよかったなと思いました。(M.M)
●　今、表紙を作っているのですが、表紙をカラフルにして、可愛くすることで、子ど
も達が読んでみたいと思ってくれる表紙にしたいです。表紙いっぱいに飾り付けを
しようと思っています。
●　もうすぐ完成ですが、最初から自分でつくったので、達成感がすごくすごくありま
す。(A.M)
●　どうすればこどもが喜ぶだろう？興味を持つだろう？と考え、参加型の絵本にしま
した。子ども達が手に取りやすいように小さめに作り、興味を持てる様に身近な内
容を書く事に決めました。子どもたらは、こうすると喜ぶかな？と考えながら作る
ことが出来、楽しかったです。（Ｔ.Ｙ）
第15 時　作品の完成と発表
完成した絵本を、クラスの皆に紹介する発表会を行う。友達の発表から、新しい発見
を重ねる。
図16　 作 品 発表 の様 子
伝えたいメッセージや、しかけやページをめくるドキドキ感など、工夫したところを
交えながら、心を込めて作った絵本を紹介する。子どもたちへの思いに加え、自分が一
生懸命作った大切な絵本を紹介することで、他の人が作ったものや考え方への関心も一
際大きくなる。「他者への関心」は、造形活動が育む大切なものの一つである。
※ 作品の完成と発表を終えての振り返りの抜粋
＜作品の完成について＞
図 １７「は るち ゃ んの ワン ピー ス 」
「はるちゃんのワンピース」
おばあちゃんに申し訳ない、ご めんなさい
という気持ちを分かるよ うにしました。家
族への愛情が伝わってほしい。
造形表現の授業を受けて、ものを作ること
の楽しさを理解し、それを伝える方法が身
についたと思い ます。子どもの視点でど う
したいのか、ど う感じているのかなど分か
りました。　この身についた力や発想を現場
で生かしていきたい と思います。（Ｈ．Ｈ）
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「サンドイッチをつくろう」
私は図工が苦手だったのですが、この授業を受けて、とても図工が好きになりました。
図工が苦手な子ども達に作ったり体験して図工が楽しいという感情を味わってほしいの
で、授業で習った作品を通して子どもたちに伝えたいです。作品の個性を犬切にしたい
という気持ちを伝えることで、子ども達がのびのびと作ることが出来ると思います。
(M.M)
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図18「きみのなは」
「きみのなは」　子どもに考える力をつける絵本となっていることや、成長・進化
の軌跡などを伝えています。　　出来た瞬間に、やってよかったという達成感に満ち
あふれました。頭を柔軟に、いろいろなやり方で、こどもたちに興味や関心を持て
るようなものを自分たちが考えられる力がつきました。　　見るだけではなく、触っ
たり考えたりすることが、図工や工作魅力のだと思いました。　(A.M)
「もったいない太郎」こどもがこれをすればどのように思い考えるのか、どのよう
に行動するのかを先ず考えるようになりました。(J.N)
図19 「 もっ たい ない 太 郎」
図20 「お はな のな は ちゃ ん 」
「おはなのなはちゃん」お花は、小さい種からちゃんとお世話して芽が出て花が咲
くという課程を小さい子に知ってほしい。　フェルトを使っているので見るだけでな
く触って楽しめる絵本。柔らかい感じ、あったかい感じを出しました。子どもが喜
んでくれるように作りました。絵本が嫌いな子どもにも触って楽しんでもらいたい
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な と 思 い ま す 。　こ の 経 験 を 生 か し て 、２ 回 生 の 実 習 、 将 来 の 夢 に 向 け て 頑 張 り ま す 。
（Ｃ．Ｎ）
「すききらい」自分だけのオリジナルのものが
できてうれしいと思っ た。 実際に子どもの前で
読んでみてどんな反応をするのか見てみたい。
保育造形の授業を受けて、実習などで活用でき
ることをたく さん学び、応用できるようになっ
た。　自分が子どもの立場で作る側だっ たけど、
これからは教えていく側なんだとい うこ とを理
解したうえで、指導できるような説明力も養えた
と思う。また、子どもの視点からみて客観的に捉
えたら どう見 えるんだろ うと考える思考力も 養
えた。(M.M)
「レタスのだいぼうけん」いろんな勣物の特徴を、
お 父さんお母さんと楽しんでほしい と思います。
他のみんなと授業を受けることで、新しい考えや
刺激も受けることが出来ました。（Ｙ．Ｙ）
「すてきなともだち」　 知らないところに来ても
楽しいこ とがあるとい うことを伝えたかった。
次のページをめくりたくなるよ うな絵本を作り
たかっ た。 次、どうなるか、ワクワクしてほし
い。触って楽しんでほしい。いろんな夢を広げ
てほしい。 絵本は作っていてとてもワクワクす
るものだとい うこ とがわかりました。（Ａ．Ｎ）
「きっ となれるよ」好きなことや嫌い なことが
あって、それを克服してほしかったから「子ど
もたちに将来の夢を叶える」絵本を作りました。
手作り絵本を作ってみて、子どもの立場になっ
て考えることが出来、本格的な絵本の作り方を学べて
よかったでず。時間をかけてたくさんの思いをつめた
ので、達成感がすごかったでず。(M.N)
「たん ぽぽ のぼ うけ ん」い ろい ろ考 え るこ と が楽し か
図21 「 すき きら い 」
図22 「 レタ スの ぼ うけ ん」
図23 「 すて きな と もだ ち」
図24 「き っと な れるよ 」
図25 「たん ぽ ぽの ぼう けん 」
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つ た で す 。　ど ん な に 小 さ な 工 夫 で も や り 続 け て 、 自 分 の 納 得 の い く も の を 作 る こ と
は大変だけど想像力を働かせて作ることは楽しいことだなと
改めて思い圭しか。　このことを子どもたちに楽しく伝えられ
たらいいなと思いました。(M.N)
「きりんさん」ちょっとした工夫にも細かいところがたくさ
んあって、それによって子どももたくさんのことを学んでい
けるんだなと思いました。保育士になったら、その細かいと
ころを気づけるようにヒントとして手伝うことが出来ればい
いなと思いました。　　自分自身も楽しめて、子どもと一緒に
作りながら学べる作品も将来保育士になった時にできればい
いなと思いました。(C.M)
「どうぶつえんにいこ う！」自分が考えたもの
が絵本として形になっていくのは、少し感動す
るような気持になりました。ストーリーを考え
る際に、子どもになにを学んでほしい のかとい
う子どもの目線から考えることで、新しい視点
で見えてくるものがありました。言葉だけで説
明する難しさを知り、将来子どもたちに何か伝
える側になった時に、相手の立場になって伝わ
っているか考えることが大切だと思いました。
(M.H)
rts 丶 肖
図26｢ きりんさん｣
図27 「ど うぶつ えん に い
-
Ｌ ＿ う ！ 」
＜発表を終えての感想から＞
●　みんなの絵本を見て、子どもがどうしたら楽し んで読めるかなどのアイデアが多く
あり、とても勉強になりました。また、グループで協力して創作活動をしたとき、
実際に自分が教師になった時に説明の仕方を考える良い機会になりました。（Ｋ．Ｈ）
●　みんなそれぞれいろんなストーリー、工夫かおり、バリエーションが豊かで面白が
ったです。人によって創造することが違ったり、思ってもいなかった発想をする人
が多くて、こ うい う絵本もいい なと思いました。（Ｙ．Ｙ）
●　絵が大きくて見やすかっ たり、物語に友 情や考えさせられる内容が含まれていてす
ごいなと思った。一人ひとりの個性が出ていて面 白く感動する内容もあって、どの
絵本も読んでみたいなと思うものばかりでした。(M.H)
●　飛び出す絵本や仕掛け絵本など、子ども達をひきつけるような工夫が多くありまし
た。それぞれの絵本は子どもたちに伝えたいこ とが違っていて、全文の絵本を読ん
でみたいと思いました。（Ｈ．Ｋ）
また、授業全体を通して、以下のような振り返りも多く見られた。
●　この授業を受けてためになったのは、子供の目線になって作品を作っていくなかで、
どんな風にしたら楽しい授業が作れるかです。　自分が授業を受けることで体験でき
ました。
●　苦手なこともあっだけど、やってみたらできたり、上手にできなくても楽しかった
１ ３ １
図28
学生の絵本の１ページ
り色々な体験ができることが分かったので、子ども達にも学んだことを伝えていき
たいと思います。
＜学期末レポートより＞
学期末レ ポートの中で、「保育内容（造形表現）」の授業の中で、一番印象に残った（自
分の力 となった、身に付いた）制作は何か｡」という設問に、53 名（101. 名中）が、「手
作り絵本」と回答している。「その理由は何か」とい う設問に書かれている学生の文章か
ら、制作活動を通して、教師として必要な意識の芽生えが育まれるこ とを読み取ること
ができた。以下、抜粋。
●「どのようにしたら伝わるか」「どうしたらもっ と楽しい ものになるか」をすごく
考えたいい機会になりました。（Ａ．Ｎ）
● 絵本作りで身についたなと思 うことは、考える力です。構成を考え、どのように
描いたら子どもたらは興味を持ってくれるのか、どんな色を使ったら明るく楽し
い絵本になるのか、どんな表紙にしたら読みたいなと思っ てもらえるのかなど、
たくさんのことを考えたからです。(M.M)
● 子どもたら が、自分だもの作った絵本を見たら楽しんでくれるかなと考えながら
作ることはとても良い経験でした。 将来子どもたちに絵本の読み聞かせをすると
きには、自分でもう一度絵本を作りたい と感じました、何か工夫をするだけで子
どもたちに反応は違うと気付きました。(R.H)
● 子どもが楽しんでいる姿が一番想像できた制作だっ たからだ。　こ の絵本を作って
いる中で「子どもの姿」がどうであるかを考える力 が身についたと思う。(N.M)
● 単に自分が描きたい絵、内容だけでは幼児が楽しむことができない。また、幼児
の年齢や発達に応じた絵本でなければ面白さを与えることができない。そのため、
反復する表現、擬音語、擬態語を用いた面白さや、嬉しい 、悲しいなど感じやす
い内容で表現した。（Ｙ．Ｈ）
● 「子どもに何を伝えたらいいか」から始まり、「こどもが楽しめるにはどうしたら
いいか」に変わり、「より良くするにはどうすればいい か」と考えました。本の形
や色、内容を考えるに当たって自分が子どもの時に何を思っていて、何を好きだ
ったのか思い返すことで、大人の視点と子どもの視点が違うことに気づき、勉強
になりました。　自分の想像している絵本を作るにはどうすればいいか、試行錯誤
し、それにたどりついた時、その過程が自分の力になったと思いました。
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５。まとめ
造形活動を通して学生たちがどんな発見をし、どのように意識変化かおるか。　どのよ
うに思考が展開するのかをまとめたところ、以下のような図が見えてきた。
教 員 養 成 に お け る 造 形 教 育 の 展 開
一他者性Ｑ獲得か丐教師とし･この窓廈Ｑ芽生えー
ご ‾霧 冂 咄憚
[弓ﾜ??;J]
ふ生
よにとjE 二
教師としての
共感的行動への
，．意識の芽生え
楽しくできそう
楽しんでもらえ
そう
他者性の獲得
創造的自己表現力
つまづきの体験
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図29　教員養成における造形教育の展開一他者性の獲得から教師としての意識の芽生えー
まず、ひとつの展開として、制作活動を通し、具体的に手を動かしながら悩み、考え、
工夫し、発見しながら乗り越え、また新しい発見を繰り返す喜びが見える。その過程で
は、造形活動への不安や不得意意識などからはすでに解放されており、思い込みや概念
から自分を解き放つ喜び、達成感などかおる。また、それに沿ったもうひとつの展開と
して、制作行為の中で、「他者性」の獲得かおるという面が指摘される。これは、制作に
集中している中で、子どもの気持ちが宿ったり、保育者としての未来の自己像になった
りすることを含む。そして、更に、そんな「他者」の気持ちを思い測り、そんな「今の
自分と立場の違う相手」のために、どのような行動をとればいいのかを考え始める「共
感的行動への意識」の芽生えが見て取れると結論付けた。
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